
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  羽島高等学校 学校運営協議会 （第２回） 

         

２ 開催日時  令和６年１０月 ８日（火） １３：３０～１５：００ 

 

３ 開催場所  羽島高等学校小会議室 

                 

４ 参 加 者  会  長  兼松 博之  中部学院大学専任講師 

                副 会 長    大竹 恵子    国際ソロプチミスト羽島会長 

                委  員    岡部 綾乃    本校ＰＴＡ副会長 

                            住奥 豊広    岐阜羽島警察署竹鼻交番所長 

                            舛本千佳子  羽島の未来を築く会理事長 

              渡辺 憲治  羽島商工会議所専務理事兼事務局長 

森山  健  竹鼻中学校長  

              渡邉 丈展  本校同窓会長（欠席） 

                                                                         

              学 校 側    下野 宗紀    校長 

                         柴田 祐一    教頭 

                            中川 弘之    事務長 

              中田 啓士  教務主任 

                                                                  

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 本年度、本校の取り組みについて説明を行った。 

意見１：羽島市「コッペ亭」とのコラボ商品「なまずフライコッペ」はどのような生徒から

の発案か。 

       ⇒ 課題研究の授業に取り組む生徒たちから羽島の食文化の伝承を意識した発案で、

提供していただいた試作品を試食し、タルタルとソースの二つの味をセットにす

る提案も加えた。この他にも探究的な学びにつながる「小学校への水環境教育出

前授業」「高校生の SDGｓ水環境サミット」などの提案もされている。 

（２） 学校アンケートの結果について説明を行った。 

    意見１：「先生は、生徒のために一生懸命である。」の肯定的評価が高いのは素晴らしい。

生徒指導でよく指導されていることが分かる。朝の登校見守り指導を行っていても

改善されていることが見て取れる。 

    意見２：保護者への「徴収金の処理や内容の公表」「体罰やハラスメントの防止」について

は「わからない」の回答ゼロを目指してほしい。 

意見３：「進路や将来について考える機会がある」の肯定的な評価が高く、生徒に学校とし

ての思いがよく伝わっている。また、羽島市内の高等学校として中学校や地域と連

携した「羽島市の地元で頑張る人材の育成」に貢献している。 



意見４：解答率を上げるためにスマートフォンで回答できるようにしたが回答率は上がらな

いように思われる。何よりアンケートの質問が多すぎる。アンケートの回答に必要

な時間を最初に明記することで解消できるのではないか。 

⇒解答必要時間の明記について参考にしたい。 

 

（３） 本校への意見、提言等 

    意見１：羽島高校の勢いを感じる。学校としての方向性、目的目標が明確で分かりやすく、

生徒たちは、進む先が見えている。中学生も「羽島高校へ」行きたいという生徒が

増えている。学校として「広報」が上手くいっているが何かポイントはあるか。 

       ⇒地域や保護者に理解していただき、連携して行うことが多く、地域や保護者の理

解と協力をどのように得るかがポイントである。 

    意見２：校舎がきれいで整う、環境が大切であるということを感じる。花を植え、草を取る

体験も大切である。この体験から庭師を目指す人もいる。 

生徒が自分で良くなろうと思わなければ学校は良くならない。生徒が自分たちで誇

りに思える学校を自分たちで創ることが大切である。 

⇒教職員が協力し、集会など機会ある毎に「きれいな環境」の大切さ「環境がきれ

いなら全て良くなっていく」と生徒に声をかけ続けている。事務用務員も庭の手入

れや清掃などに力を入れていただいている。 

   意見３：広報が上手くいっている割に、HPなどの情報発信が弱いのではないか。若い方は、

上手く使うので工夫していただければと思う。またその一方で、トレンドを取り入

れることも大切であるが、学校としての教育方針といった土台の部分を重視しすす

めることも大切である。方針や方向性に関しては明確で素晴らしい取り組みがみら

れるのでこのままでよい。 

       ⇒HPについては、公立学校として形式に縛りがあるが、改善をしたい。また、市内

の中学校に比べ、授業でのタブレット使用率が低く改善したい。 

   意見４：中学校では、部活動が地域移行されクラブ化が進んでいるが、高等学校としてはど

う進むのか。 

        ⇒高等学校の場合、部活動がその学校の顔になっているケースも多く単純な地域移

行クラブ化は難しい。本校は吹奏楽が全国に進み活躍しているが、地域との連携を

大切に活動し、そこで成長させていただいている。 

意見５：校外のイベントで生徒と先生方の笑顔が見え、学校内でも良い雰囲気で指導されて

いることが感じられる。校内だけでなく校外での姿や頑張りを評価していることは

とても良い。来年の企業主張説明会もさらに規模拡大をお願いしたい。 

   意見６：小学生への出前授業や、「なまず」関連イベントでの「なまずフライコッペ」販売

を依頼したい。 

意見７：次回 3回目の委員会では、是非授業の様子を参観させていただきたい。 

 

６ 会議のまとめ 

 ・第２回学校運営協議会では、「本校の取り組みについて」、「学校アンケートの集計結果」に、

肯定的な意見や、本校の教育活動を高く評価していただける意見が多くいただけた。 

・様々な視点の意見から改善が必要なところは速やかに対応し、今後の学校運営に生かしていき

たい。 


